
　先生方の長期休業日における勤務形態
が改められてから、夏休み期間中の学校
や職員室の風景が大きく変わりました。
かつてはプール指導のある日を除いて、
職員室には管理職や日直の先生がいるく
らいでしたので、学校は静まり返って
いました。学校が閑散としていましたか
ら、地域の人からは「先生には夏休みが
あっていいですね」などと言われた時期
もありました。
　かつて、夏休みは「子どもを家庭にお
返しする期間だ」と言っていたこともあ
ります。この期間は、子どもの生活や学
習を各家庭や保護者にお任せし、学校や
教師は直接かかわらないというものでし
た。夏休み期間中に子どもたちが登校す
る日は、プール指導のある日や林間・臨
海学校が実施される日を除いて、せいぜ
い２～３日でした。
　ところが、いまではまったく様相が変
わってしまいました。プール指導だけで
なく、学力補充のための指導が行われ、
学校図書館や校庭、体育館などが開放さ
れています。学校で宿泊体験を実施して
いるところもあります。学校で毎日子ど
もたちの姿を見るようになりました。毎
日が学校開放日のようです。また、保護
者との個人面談や家庭訪問を実施してい

る学校もあります。
　夏休みの期間も学校や地域によってま
ちまちです。従来は始まりや終了の日を
教育委員会が定めていましたが、いまで
は「各学校が定める」としているところ
もあります。そのため、気候条件以外の
理由から、夏休みを早く終わらせる地域
もあります。これも特色ある学校づくり
の一環でしょうか。
　以前の夏休み期間と比べると、子ども
たちの姿を目にする機会は多くなりまし
たが、前記のような取り組みは学校の教
育課程外として実施しているものも多
く、必ずしもすべての子どもを対象にし
ていません。そのため、夏休みに教師と
子どもとのつながりはどうしても疎遠に
なりがちです。

　私ごとになりますが、小学生の頃の夏
休みのことです。朝のラジオ体操の会場
に担任の先生が来てくれました。それだ
けでも嬉しかったことをいまも思い出し
ます。また、地域の祭りや行事のときに
は、いつも顔を出してくださいました。
地域の人も頼りにしていたようです。
時々自宅にも立ち寄りました。子どもた
ちとの接触の場や機会を意図的につくっ
ていたのだと思います。
　疎遠になりがちな夏休みに、子どもた

ちとのつながりを維持することはとても
大切なことです。「先生は私たちのこと
をいつも気にしてくれているんだ」とい
う、教師との人間関係を醸成し心の結び
つきをつくることができるからです。
　そのためには、例えば「学級通信」を
子どもたちに郵送することも考えられま
す。はがきでもよいでしょう。夏休み期
間中の学校の様子のほかに、「２学期も
皆さんが元気に学校に来ることを楽しみ
にしています」といったメッセージを伝
えます。一人一人に言葉を添えるともっ
といいでしょう。
　日頃から気になっている子どもには個
別に助言する機会を設けたり、家庭を訪
問して保護者と話し合う場をつくったり
します。保護者に教師の姿勢や誠意が伝
わり、問題が早期に解決したり、両者の
信頼関係を一層深めたりすることもでき
ます。
　夏休み期間中にも、一人一人の子ども
と教師との心のつながりを維持すること
は、子どもたちが２学期からの学校生活
をよりよく送ることができるようにする
ためにも必要なことです。長期休業日が
開けたあとには不登校児童が増えると指
摘されています。つながりをつくること
は、こうした課題を生み出さないように
するための事前の手だてでもあります。
夏休みの後半には、９月からの学校生活
に備えた準備をしたいものです。
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　玲奈さん（仮名）の家は、おそば屋さ
んを営んでいます。お父さんは朝早くか
ら、お店の調理場でそば粉をこねてそば
をうったり、出し汁をつくったりしま
す。お昼にはたくさんのお客さんがお店
に来ます。「美味しかったよ」と言って
代金を払ってくれます。
　玲奈さんのお母さんも自宅の台所でそ
ばをつくることがあります。家族の夕食
のためです。でも玲奈さんの家族はお母
さんにお金を払ったりしません。
　お父さんもお母さんも「そばをつくり
提供する」という同じ仕事をしているの
ですが、玲奈さんのお父さんがお店でつ
くるとお客さんからお金がもらえます。
ところが、お母さんの場合にはお金がも
らえません。
　こうした話から、働くということの意
味を考えさせることができます。つま
り、働くことには、お金をかせぐための
仕事と家族の世話をするための仕事があ
ることに気づかせることができます。前
者は職業的労働であり、後者は家事的労
働と言われます。
　「お金は働くことによって得ることが
できる」と言いますが、家族の世話をす
る仕事や、施設や地域などでのボラン
ティア活動は労働の対価でお金を得るこ
とではありません。生きがいややりがい
を感じることにあります。
　家庭で子どもにお手伝いをさせると
き、子どもがお金（お駄賃）を要求する
ことがあります。お手伝いをさせるとき
には何のために行うのか、目的をしっか
りもたせたいものです。

　文部科学省は、「育成すべき資質・
能力を踏まえた教育目標・内容と評価
の在り方」について検討した結果を公
表しました。これは次期学習指導要領
に向けての基礎的な資料を得ることを
目的に、教育課程に関する学識経験者
によって検討されてきたものです。
　ここでは、これからの学習指導要領
の構造を、①「児童生徒に育成すべき
資質・能力」の明確化、②それを踏ま
えて各教科等で扱う教育目標・内容の
設定、③資質・能力の育成状況を適切
に把握し、指導の改善を図るための学
習評価のあり方、といった視点から見

なおすことを提言しています。
　育成すべき資質・能力として、「主
体的・自律性に関わる力」「対人関係
能力」「課題解決力」「学びに向かう
力」「情報活用能力」「グローバル化
に対応する力」「持続可能な社会づく
りに関わる実践力」などが例示されて
います。こうした資質・能力を評価す
る際には、「何を知っているか」にと
どまらず、「何ができるか」を基準に
改善する必要があるとしています。
　また、これまで学習指導要領が告示
されたあとに検討されてきた学習評価
のあり方を学習指導要領の改訂と一体
に行うことも提言されています。これ
らの検討事項は、学習指導要領の構造
そのものを根本的に変えるものです。
今後の具体的な議論が待たれます。

　麻布十番駅からは地下鉄南北線に乗車
し、埼玉高速鉄道線に乗り継ぎ、浦和美
園駅に着いたときは、午前９時３０分を
過ぎていたように思います。まだ空き地
も多く見られる駅前でした。この駅に
来たのは初めてでしたので、浦和美園駅
からはタクシーで帰ろうと考えていまし
た。しかし、タクシー乗り場は待つ人で
長蛇の列が出来上がっていました。
　案内板で自宅方面の「浦和駅行き」の
バスが出ていることを知り、タクシーを
あきらめ、バス待ちの列に並びました。
そのとき、昨夜羽田空港で貸出していた
ものと同じ毛布を体にまとって、バス停
に並んでいる人を見かけました。寒い日
でしたから、空港からここまで持参して
きたのかもしれません。
　前日の長崎出張でお世話になった先生

から、携帯電話に着信が入りました。
「昨日から心配して何度も連絡した
が、つながらなかった」と言っていまし
た。この非常時に、携帯電話は役に立っ
ていなかったのです。非常時にこそ確実
につながってほしいものです。
　浦和駅行きのバスは満員でした。この
路線のバスに乗るのも初めてでした。自
宅に無事着いたのは、お昼前の１１時
頃。思っていたよりも早く着きました。
　家族からは地震が発生したときの恐怖
を聞きましたが、そのときの揺れを経験
していない私にはどうしても実感が伴い
ません。むしろ昨日からの長い１日の方
がよみがえってきます。
　その後、テレビや新聞で、巨大地震と
それに伴う津波の被害状況を知ることに
なります。わが家は戸棚から地球儀や図
書が落ちた程度で、大きな被害はありま
せんでした。
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